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みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

一一一般会計・特別会計
補正予算可決

兼兼兼
献
験

券
献
鹸

兼兼兼
献献
験験

券券
献献
鹸鹸

一般会一般会計計・・特別会特別会計計
補正予算可補正予算可決決

猿一般会計………………………… 105,155千円

焔議会費……………………………………1,813千円

焔総務費…………………………………33,668千円

焔民生費…………………………………11,314千円

焔衛生費……………………………………3,596千円

焔農林水産業費……………………………2,520千円

焔商工費……………………………………8,637千円

焔土木費…………………………………36,501千円

焔消防費……………………………………2,495千円

焔教育費……………………………………1,761千円

焔災害復旧費………………………………2,850千円

主な内容

総総総額215,986千円！

平成26年度 9月定例会平平成平成2626年度 9月定例年度 9月定例会会

兼
献
験

券
献
鹸

（（（全員賛成）（（全員賛成（全員賛成））

2

国国国民健康保険・介護保険

後期高齢者医療・公共下水道事業

国国民健康保険・介護保国民健康保険・介護保険険

後期高齢者医療・公共下水道事後期高齢者医療・公共下水道事業業

猿特別会計………………………… 110,831千円

焔国民健康保険…………………………88,809千円

焔介護保険…………………………………4,412千円

焔後期高齢者医療……………………△5,955千円

焔公共下水道事業………………………23,565千円

主な内容

総額総額215,986215,986千円千円！！



▼
南
伊
豆
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

南
伊
豆
町
入
間

番
地

外

岡

茂

氏

898

全
員
賛
成
で
同
意

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２６

3
号
）

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

２６

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

２５

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

２５

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２６

4
号
）

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
1
号
）

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

２６

予
算（
第
1
号
）
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みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

①
人
事
案
件

②
専
決
処
分
・
条
例
の
制
定
・
改
正

③
報
告
事
項

④
予
算
審
議
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みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び

２５

▼
備
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

（
平
成

年
度

緊
急
地
震
津
波
対
策
事
業

２６

可
搬
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入
）

全
員
賛
成
で
可
決

▼
地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

２６

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

▼
平
成

年
度
南
伊
豆
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

２６

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
み
賛

成
多
数
で
可
決

他
は
全
員
賛
成
で
可
決

⑤
第
一
常
任
委
員
会
審
議

⑥
予
算
決
算
常
任
委
員
会
審
議

⑧
そ
の
他

⑦
意
見
書
・
発
議
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みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

一般会計・特別会計・水道事業会計決算概要

歳 出歳 入会 計 区 分

4,871,8915,159,676一 般 会 計

1,602,6081,715,698国 民 健 康 保 険

特

別

会

計

1,030,7201,043,847介 護 保 険

108,845109,198後 期 高 齢 者 医 療

787981南 上 財 産 区

345451南 崎 財 産 区

9,1759,261三 坂 財 産 区

255,133255,183土 地 取 得

254,588256,488公 共 下 水 道 事 業

20,08920,089子浦漁業集落排水事業

9,1639,163中木漁業集落排水事業

17,63517,635妻良漁業集落排水事業

260,164271,046収 益 的 収 支
水道事業

153,58368,234資 本 的 収 支

（単位：千円）

一般会計・１１特別会計・水道事業会計

決算認定される！

平成25年度



6

第
１
款
・
議
会
費

第
２
款
・
総
務
費

第
８
款
・
消
防
費

第

款
・
公
債
費

１１
第

款
・
予
備
費
及
び
関

１２
連
歳
入
に
つ
い
て

問

職
員
提
案
の
優
秀
な
内
容

に
つ
い
て
知
り
た
い
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
動
画
を

使
っ
た
情
報
発
信
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
研
修
会
の
開
催
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
勉
強
会
の
開
催
等
が
あ
り
ま

し
た
。

問

職
員
研
修
に
参
加
し
て
い

る
数
が

名
で
あ
り
、
半
分
し

７０

か
研
修
に
参
加
し
て
い
な
い
が
、

な
ぜ
か
。

答

総
務
課
が
開
催
し
た
研
修

の
み
掲
載
し
て
い
る
た
め
で
す
。

問

軽
自
動
車
税
を
滞
納
し
て

い
る
と
車
検
を
通
ら
な
い
わ
け

で
無
保
険
車
に
な
る
が
、
そ
の

人
を
町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

軽
自
動
車
税
を
滞
納
し
て
い
る

場
合
に
差
し
押
さ
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答

車
検
を
通
さ
ず
に
自
動
車

に
乗
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
有
り
得
な
い
と

考
え
ま
す
。
差
し
押
さ
え
に
つ

い
て
は
、
滞
納
額
と
車
両
価
格

と
の
差
が
あ
り
過
ぎ
る
た
め
現

実
的
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

問

入
湯
税
等
も
含
め
て
、
何

年
経
過
し
た
ら
不
納
欠
損
に
な

る
の
か
。

答

入
湯
税
は
本
来
、
事
業
者

が
お
客
様
か
ら
預
か
っ
た
も
の

を
町
に
納
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

旅
館
が
倒
産
し
た
場
合
に
は
欠

損
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問

消
防
団
員
数
の

名
は
妥

３１０

当
な
人
数
な
の
か
。
災
害
時
に

高
齢
者
を
消
防
団
が
誘
導
す
る

の
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
女
性
消
防
団
も

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答

他
の
自
治
体
で
は
消
防
団

Ｏ
Ｂ
や
女
性
消
防
団
も
存
在
す

る
よ
う
な
の
で
、
検
討
し
て
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

問

道
路
建
設
に
お
い
て
、
半

島
振
興
法
を
用
い
れ
ば
町
の
負

担
は
無
い
の
で
利
用
し
た
い
が
、

時
限
立
法
な
の
で
延
長
し
て
も

ら
う
考
え
は
な
い
か
。

答

半
島
地
域
に
お
い
て
重
要

な
問
題
な
の
で
、
延
長
し
て
も

ら
う
方
向
で
陳
情
活
動
を
続
け

ま
す
。
一
條
・
稲
梓
線
も
半
島

振
興
法
に
よ
る
位
置
付
け
と
し

た
い
で
す
。

問

防
災
協
定
の
内
容
を
教
え

て
ほ
し
い
。

答

社
と
結
ん
で
お
り
ま
す
。

１０

問

重
機
の
台
数
を
法
人
だ
け

で
な
く
、
個
人
業
者
も
含
め
て

把
握
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。

答

法
人
は
協
会
の
登
録
で
把

握
で
き
ま
す
が
、
個
人
業
者
の

重
機
台
数
は
今
後
、
把
握
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

問

法
人
税
が
減
少
し
て
い
る

が
、
何
か
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

答

具
体
的
で
は
な
い
が
何
か

考
え
て
い
き
た
い
。
予
定
納
税

の
関
係
も
あ
る
の
で
、
表
記
し

た
数
字
が
少
な
く
見
え
る
こ
と

も
御
承
知
く
だ
さ
い
。

問

特
別
土
地
保
有
税
に
は
時

効
は
無
い
と
聞
い
た
覚
え
が
あ

る
が
、
無
く
な
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

答

徴
収
す
る
相
手
を
探
し
ま

し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
５
年
を

経
過
し
た
の
で
時
効
で
欠
損
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
時
効
は
止

め
る
理
由
が
発
生
し
な
い
限
り

あ
り
ま
す
。

問

町
長
は
議
員
時
代
か
ら
自

主
財
源
比
率
を
上
げ
る
と
言
っ

て
い
た
が
、
具
体
的
に
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

町
民
の
豊
か
な
生
活
の
た

め
に
は
自
主
財
源
比
率
は
高
い

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
旧
ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー

ク
問
題
の
解
決
、
杉
並
区
の
特

別
養
護
ホ
ー
ム
で
の
雇
用
創
出
、

地
熱
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

等
で
自
主
財
源
確
保
の
方
法
を

模
索
し
て
い
る
最
中
で
す
。

◯
予
算
決
算

常
任
委
員
会

一

般

会

計

審審
議
中
に
あ
っ
た
質
疑
又
は
意
見
要
望
事

審
議
中
に
あ
っ
た
質
疑
又
は
意
見
要
望
事
項項

みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日



い
た
い
。

問

議
員
共
済
は

％
カ
ッ
ト

２０

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
が
、
引
か

れ
た
分
は
議
員
Ｏ
Ｂ
に
支
払
わ

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
い

つ
ま
で
払
い
続
け
る
の
か
。

答

議
会
事
務
局
で
調
べ
て
、

後
程
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問

土
地
売
払
い
収
入
、
コ
ン

ビ
ニ
収
納
の
詳
細
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答

土
地
売
払
い
収
入
は
一
色

の
町
民
に
道
路
分
と
し
て
売
却

し
た
も
の
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
収

納
は
取
扱
料
が
１
件

円
と
な
っ

５６

て
お
り
ま
す
。

問

婚
活
事
業
の
成
果
を
教
え

て
ほ
し
い
。
地
熱
事
業
は
大
手

企
業
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

町
の
職
員
で
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

婚
活
事
業
に
つ
い
て
の

カ
ッ
プ
ル
成
立
等
の
内
容
は
公

開
し
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、

聞
い
て
い
な
い
。
地
熱
事
業
は

専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、

大
手
企
業
と
協
力
し
な
が
ら
進

7

問

民
間
の
会
社
が
閉
鎖
し
て

い
る
中
で
の
石
廊
崎
開
発
や
地

熱
関
連
の
事
業
を
進
め
て
大
丈

夫
な
の
か
。
ほ
ん
と
う
に
雇
用

創
出
で
き
る
の
か
。

答

民
間
会
社
の
件
は
個
々
の

事
業
主
が
考
え
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
地
熱
関
連
事
業
に
関
し

て
も
事
業
を
行
う
人
が
考
え
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
特
別
養

護
ホ
ー
ム
の
周
辺
産
業
も
育
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行

政
は
そ
れ
に
関
す
る
制
度
の
部

分
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

要
望

借
入
の
金
利
に
つ
い
て

は
低
い
も
の
を
選
択
し
て
も
ら

みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

め
て
い
く
手
法
は
正
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
職
員
だ
け

で
進
め
る
の
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。

問

狂
犬
病
予
防
接
種
助
成
の

確
認
方
法
は
ど
う
か
。

答

動
物
病
院
か
ら
の
報
告
で

確
認
し
て
い
ま
す
。

問

ゴ
ミ
箱
が
木
製
以
外
に

な
っ
た
時
の
補
助
金
は
金
額
が

変
わ
る
の
か
。

答

木
製
で
は
な
く
鉄
製
の
ゴ

ミ
箱
を
要
望
す
る
地
区
も
あ
り

ま
す
が
、金
額
の
上
限
が
決
ま
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
平
成

年
２７

以
降
で
検
討
し
た
い
で
す
。

問

人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
金
復

活
の
考
え
は
な
い
か
。
下
田
市

は
助
成
し
て
い
る
の
で
、
当
町

も
お
願
い
し
た
い
。

答

町
民
の
方
々
か
ら
の
要
望

も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
２７

年
度
予
算
で
検
討
し
た
い
で
す
。

問

体
育
協
会
の
位
置
付
け
、

ま
た
傘
下
の

団
体
の
必
要
性

１３

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答

体
育
協
会
は
傘
下
の

団
１３

体
を
取
り
ま
と
め
て
く
れ
る
立

場
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
中

に
は
内
部
留
保
を
抱
え
る
団
体

も
あ
る
よ
う
で
、
そ
う
な
る
と

本
来
の
目
的
と
違
う
こ
と
に
な

る
の
で
、
内
容
を
精
査
す
る
必

要
が
出
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

問

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
誘
致
に

お
い
て
、
体
育
協
会
が
窓
口
に

な
る
こ
と
は
可
能
か
。

答

現
在
の
体
育
協
会
の
体
制

で
で
き
る
か
ど
う
か
は
調
べ
て

い
き
た
い
。

問

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
所
と
し
て
、

青
野
川
堤
防
一
周
ル
ー
ト
を
整

備
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答

町
に
と
っ
て
有
利
な
財
政

負
担
で
あ
る
か
ど
う
か
も
勘
案

し
た
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
、
高
齢
者
へ

の
補
助
は
考
え
て
い
る
か
。

答

月
か
ら
法
定
接
種
に

１０

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
８,
０

０
０
円
の
半
額
の
４,
０
０
０
円

を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

要
望

差
田
グ
ラ
ン
ド
の
整
備

と
周
辺
地
取
得
に
関
し
て
は
、

当
時
の
議
会
で
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
の
で
、
進
め
て
ほ
し

い
。

問

風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
補
助
金

第
３
款
・
民
生
費

第
４
款
・
衛
生
費

第
９
款
・
教
育
費
及
び
関

連
歳
入
に
つ
い
て



8

みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

は
無
く
な
っ
た
の
か
。

答

国
の
財
源
的
措
置
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
人
か
ら
の
受
益

者
負
担
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
町
の
補
助
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
こ
と
で
す
が
、
新
聞
配
達

員
等
の
気
付
き
に
よ
る
異
常
発

見
の
事
例
が
あ
る
。
新
聞
販
売

店
と
の
提
携
を
考
え
て
い
る
か
。

答

地
域
に
関
わ
り
の
あ
る
事

業
所
に
は
協
力
を
お
願
い
し
て

い
き
た
い
。

問

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
近
隣
市

町
の
状
況
や
効
果
を
聞
き
た
い
。

答

西
伊
豆
町
は
南
伊
豆
町
と

同
様
に
行
っ
て
い
る
。
効
果
は

上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

他
の
賀
茂
郡
の
市
町
は
民
間
業

者
や
社
協
が
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
が
利

用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

委
託
料
が
発
生
し
て
い
る
が
、

実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

利
用
実
績
は
南
中
小
学
校

４,
３
３
７
名
、
南
伊
豆
東
小

学
校
１,
４
２
７
名
、
南
上
小

学
校

名
で
す
。

５５５

問

三
浜
小
学
校
と
南
中
小
学

校
が
統
合
し
た
が
、
例
年
参
加

し
て
い
る
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
は

ど
う
な
っ
た
か
。

答

練
習
時
間
も
必
要
な
た
め

今
回
は
参
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問

ブ
ラ
ン
ド
米
の
予
算
と
今

後
の
展
開
は
ど
う
な
る
予
定
か
。

答

ブ
ラ
ン
ド
米
は
現
在
進
行

中
で
、
ブ
ラ
ン
ド
米
を
使
用
し

た
酒
「
身
上
起
」
に
つ
い
て
は

い
つ
ま
で
も
補
助
金
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
商
工
会
を
中
心
に

採
算
の
合
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
も
ら
い
た
い
。

問

林
道
青
野
・
八
木
山
線
の

早
期
完
成
の
た
め
に
、
町
は
ど

う
考
え
る
か
。

答

林
業
の
た
め
の
道
路
と
い

う
位
置
づ
け
で
す
が
、
災
害
時

に
利
用
で
き
る
南
伊
豆
町
と
松

崎
町
を
繋
ぐ
道
路
に
な
り
ま
す
。

当
初
の
予
定
は
半
島
振
興
事
業

と
し
て
平
成

年
の
完
成
を
目

２８

指
し
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
の

進
み
具
合
が
遅
れ
て
お
り
ま
し

て
、
５
年
延
長
の
平
成

年
完

３３

成
を
目
指
す
こ
と
に
変
更
と
な

る
よ
う
で
す
。
一
條
・
稲
梓
線

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、青
野
・

八
木
山
線
は
早
期
完
成
を
目
指

し
た
い
で
す
。

問

吉
祥
の
体
験
農
園
に
つ
い

て
、
収
入
の

倍
の
経
費
が
か

１０

か
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
ど
う

考
え
る
か
。

答

利
用
者
へ
の
指
導
も
あ
る

の
で
、
維
持
管
理
の
費
用
が
ど

う
し
て
も
か
か
っ
て
し
ま
う
状

態
で
す
。
草
刈
り
だ
け
の
管
理

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
す
。

問

漁
業
振
興
の
た
め
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
は
予
算
が
足
り
な
い

と
思
う
。
ま
た
巨
樹
に
つ
い
て

の
予
算
も
あ
る
が
、
当
局
は
ど

の
程
度
認
識
し
て
い
る
か
。

答

漁
業
振
興
は
例
年
通
り
の

予
算
し
か
付
け
ら
れ
な
い
状
況

で
す
。
巨
樹
に
つ
い
て
は
加
納

の
三
嶋
神
社
の
巨
樹
し
か
確
認

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

問

青
野
の
東
京
大
学
演
習
林

を
開
放
し
て
も
ら
っ
て
、
町
内

の
巨
樹
に
つ
い
て
情
報
発
信
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

答

林
業
遺
産
と
い
う
認
定
も

受
け
て
い
る
よ
う
で
、
東
京
大

学
側
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
な

が
ら
今
後
進
め
て
い
き
た
い
で

す
。

問

町
と
し
て
新
た
な
特
産
品

を
創
っ
て
い
く
つ
も
り
は
あ
る

か
。

答

商
工
会
で
ブ
ラ
ン
ド
品
発

掘
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
竹

や
オ
リ
ー
ブ
が
あ
る
が
、
メ

ジ
ャ
ー
に
す
る
た
め
に
は
民
間

の
力
で
採
算
の
合
う
仕
組
み
を

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

問

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉

鎖
が
続
い
て
い
る
が
対
策
は
あ

る
か
。
ま
た
、
バ
ス
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
閉

鎖
は
町
民
の
生
活
の
様
々
な
場

面
で
影
響
し
て
く
る
の
で
、
総

合
的
に
対
策
を
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
バ
ス
路
線
変
更
は

南
伊
豆
町
に
は
影
響
し
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問

漁
業
は
後
継
者
が
極
め
て

少
な
い
状
況
だ
が
、
町
と
し
て

第
５
款
・
農
林
水
産
業
費

第
６
款
・
商
工
費
及
び
そ

の
関
連
歳
入
に
つ
い
て
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ど
う
考
え
る
か
。

答

漁
業
に
つ
い
て
は
昔
の
よ

う
に
所
得
的
に
魅
力
が
あ
る
職

業
に
な
ら
な
い
と
継
ぎ
手
が
見

つ
か
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

漁
業
関
係
者
か
ら
の
具
体
的
な

提
案
が
欲
し
い
で
す
。

問

漁
業
権
を
持
っ
て
い
る
状

態
で
活
動
し
な
い
ま
ま
で
い
る

人
も
少
な
く
な
い
の
で
、
漁
協

と
相
談
し
て
、
や
る
気
の
あ
る

人
が
就
業
で
き
な
い
仕
組
み
は

そ
ろ
そ
ろ
変
え
る
時
期
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

は
ど
う
考
え
る
か
。

答

漁
業
権
へ
の
強
い
拘
り
、

農
業
で
は
農
地
法
の
縛
り
が
強

い
の
で
、
問
題
解
消
に
向
け
て

国
へ
の
訴
え
を
強
め
て
い
き
た

い
で
す
。

問

駿
河
湾
の
巻
き
網
船
が
魚

を
大
量
に
獲
っ
て
い
く
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
対
策

す
る
か
。

答

地
元
の
漁
業
に
影
響
が
出

る
ほ
ど
の
近
海
で
の
大
型
船
で

の
漁
は
困
り
ま
す
の
で
、
関
係

市
町
に
相
談
し
て
い
こ
う
と
考

え
ま
す
。

問

日
野
の
菜
の
花
畑
の
管
理

は
地
元
の
農
業
高
校
へ
委
託
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

答

学
生
は
授
業
も
あ
り
、
無

理
で
す
。

問

水
揚
げ
量
が
減
っ
て
い
る

が
な
ぜ
か
。

答

漁
業
者
が
減
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

問

山
林
を
伐
採
し
た
時
の
木

材
の
活
用
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
一
條
・
稲
梓
線
の
開
通
を

重
要
視
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

私
は
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
決
起
大
会
に
も
出
席
し

た
こ
と
は
な
い
。
他
の
問
題
に

目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
。

答

木
材
活
用
は
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
一
條
・
稲
梓
線

に
つ
い
て
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
案
件
で
、
命
の
道
と
し
て
の

位
置
付
け
も
あ
り
ま
す
。
議
員

も
決
起
大
会
に
参
加
し
て
一
緒

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

緊
急
雇
用
の
内
容
が
平
成

年
度
の
決
算
書
に
載
っ
て
い

２５な
い
が
な
ぜ
か
。

答

平
成

年
に
事
業
採
択
さ

２５

れ
た
も
の
が
平
成

年
で
も
継

２６

続
し
て
い
る
た
め
、
誤
解
を
与

え
る
掲
載
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
内
容
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

の
レ
ン
タ
ル
事
業
者
に
２
名
の

雇
用
と
、
道
の
駅
の
外
国
人
客

に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
中
国

語
通
訳
１
名
、
英
語
の
通
訳
１

名
の
雇
用
に
な
り
ま
す
。

問

遊
歩
道
刈
払
い
委
託
料
で

す
が
、
町
内
に
は
県
の
遊
歩
道

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
な

ぜ
草
刈
り
の
委
託
料
を
県
へ
払

う
の
か
。

答

県
の
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
、

東
側
は
下
田
か
ら
弓
ヶ
浜
ま
で

の
タ
ラ
イ
岬
遊
歩
道
か
ら
始
ま

り
、
石
廊
崎
・
中
木
・
入
間
・

妻
良
ま
で
遊
歩
道
が
続
い
て
い

ま
す
。
西
側
は
波
勝
崎
か
ら
雲

見
ま
で
遊
歩
道
が
続
い
て
い
ま

す
。
委
託
料
は
一
度
運
営
協
議

会
へ
負
担
し
て
か
ら
、
維
持
管

理
費
と
い
う
か
た
ち
で
町
へ
事

業
費
が
来
ま
す
。
そ
れ
に
基
づ

い
て
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
遊
歩
道
を
き
れ
い
に
管
理

し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問

青
野
川
利
活
用
観
光
活
性

化
事
業
補
助
金

万
円
、
公
共

３００

交
通
機
関
等
利
活
用
観
光
活
性

化
事
業
補
助
金

万
円
、
町
営

５００

温
泉
施
設
指
定
管
理
委
託
料
４００

万
円
、
に
つ
い
て
内
容
と
効
果

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

青
野
川
利
活
用
観
光
活
性

化
事
業
補
助
金
は
「
夜
桜
☆
流

れ
星
」
事
業
へ
の
補
助
金
、
公

共
交
通
機
関
等
利
活
用
観
光
活

性
化
事
業
補
助
金
は
「
伊
勢
海

老
号
」
の
運
行
や
、
バ
ス
会
社

と
の
コ
ラ
ボ
に
活
用
へ
の
補
助

金
、
町
営
温
泉
施
設
指
定
管
理

委
託
料
は「
銀
の
湯
会
館
」
と「
み

な
と
湯
」
へ
の
補
助
金
で
す
。

効
果
に
つ
い
て
は
銀
の
湯
は
前

年
比

％
増
、
み
な
と
湯
は
修

１０５

理
期
間
が
長
引
い
た
た
め

％
１５

減
で
す
。

問

「
夜
桜
☆
流
れ
星
」
事
業
は

広
告
代
理
店
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
契
約
内
容
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

今
年
に
つ
い
て
は
９
月
か

ら
準
備
し
て
お
り
順
調
に
進
ん

で
い
る
の
で
す
が
、
前
回
は
広

告
代
理
店
が
入
る
か
入
ら
な
い

か
で
準
備
が
遅
れ
た
の
は
事
実

で
す
。
今
後
は
準
備
が
遅
れ
な

い
よ
う
に
、
天
の
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
打
ち
合
わ
せ
を
綿
密
に

行
い
対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問

万
円
規
模
の
レ
ン
タ
ル

２００

に
関
し
て
、
書
面
の
契
約
が
無

か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

答

契
約
書
は
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
レ
ン
タ
ル
料
に
関
す
る

も
の
で
、
業
務
委
託
に
関
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
回
は
３
年
目
に
な
る
の
で
収

益
事
業
と
し
て
成
立
す
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

問

ホ
テ
ル
旅
館
が
宿
泊
客
で
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満
室
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
、

あ
え
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
行

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

答

町
と
し
て
は
、
こ
の
事
業

を
通
じ
て
ホ
テ
ル
旅
館
だ
け
で

な
く
、
民
宿
に
ま
で
観
光
客
が

埋
ま
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

補
助
金
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
数
年
の
う
ち
に
収
益
事
業

に
育
て
る
目
標
も
あ
り
ま
す
の

で
、
御
理
解
く
だ
さ
い
。

問

今
後
も
レ
ン
タ
ル
料
の
補

助
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
考
え

る
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
球
で
す
が
、

あ
の
程
度
の
も
の
な
ら
自
前
で

作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
特
許
の
関
係
で
難
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。

答

特
許
に
関
し
て
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
球
の
あ
る
部
分
が
水
に
接
す

る
と
発
光
す
る
と
い
う
、
シ
ン

プ
ル
な
仕
組
み
な
の
で
す
が
、

写
真
映
像
に
関
し
て
の
肖
像
権

も
発
生
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
、

イ
ベ
ン
ト
運
営
に
関
し
て
あ
え

て
天
の
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
対

立
す
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

広
島
の
件
で
も
そ
う
だ
が
、

土
砂
災
害
へ
の
対
策
を
町
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答

国
・
県
の
基
準
で
考
え
て

お
り
ま
す
。
急
傾
斜
の
問
題
等

に
関
し
て
負
担
金
補
助
の
お
知

ら
せ
も
必
要
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
青
市
、
一
條
に
は
区
域

指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
実
感

で
き
る
周
知
の
方
法
が
大
切
だ

と
考
え
ま
す
。

問

河
川
占
用
料
の
収
入
未
済

率
が
高
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
対
策
を
考

え
て
い
る
か
。
水
道
料
や
下
水

道
料
金
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
コ
ン
ビ
ニ
収
用
や
口

座
引
落
し
の
手
法
も
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

答

使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て

は
後
回
し
に
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
税
金
滞

納
と
同
様
に
徴
収
を
行
い
、
未

済
率
が
下
が
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
収
用
や

口
座
引
落
し
に
関
し
て
は
河
川

第
７
款
・
土
木
費

第

款
・
災
害
復
旧
費
及

10
び
関
連
歳
入
に
つ
い
て

占
用
の
件
数
が
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
現
時
点
で
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。

問

上
賀
茂
町
営
住
宅
の
使
用

料
に
つ
い
て
何
年
経
過
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
入
居
年
数
が
長

い
人
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の

か
。
家
族
構
成
や
所
得
は
把
握

し
て
い
る
か
。
所
得
制
限
も
あ

る
の
で
、
詳
細
な
把
握
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

答

１
号
棟
か
ら
４
号
棟
が
平

成
６
年
建
築
、
５
号
棟
か
ら
８

号
棟
が
平
成
７
年
建
築
で
す
。

毎
年
、
所
得
証
明
は
出
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

の
点
は
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

最
も
長
い
人
で
は
最
初
か
ら
居

住
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で

す
。

問

監
査
委
員
か
ら
も
不
公
平

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
居
住
期

間
も
契
約
内
に
定
め
る
こ
と
も

検
討
す
る
よ
う
意
見
書
に
も
書

か
れ
て
い
る
。

答

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
適

用
で
き
ま
す
が
、
民
法
上
の
借

家
法
の
関
係
上
、
契
約
期
間
の

制
限
を
定
め
て
も
退
去
に
関
し

て
の
強
制
力
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
。

問

そ
う
な
る
と
借
主
は
安
い

家
賃
の
う
え
に
修
繕
も
町
の
負

担
と
な
り
、
監
査
委
員
の
意
見

が
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

年
も
住
ん
で
い
る
人

２０

が
居
る
こ
と
に
対
し
て
、
町
民

の
不
公
平
感
は
解
消
で
き
な
い

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

公
営
住
宅
法
の
条
件
を
満

た
し
て
居
住
し
て
い
る
人
に
対

し
て
、
強
制
退
去
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

た
だ
、
不
公
平
感
が
溜
ま
っ
て

い
か
な
い
よ
う
所
得
制
限
を
し
っ

か
り
調
べ
て
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計

画
策
定
は
耐
用
年
数
の
範
囲
内

の
意
味
な
の
か
、
そ
の
範
囲
を

超
え
て
も
修
繕
を
か
け
て
い
く

の
か
。

答

概
略
を
説
明
し
ま
す
と
下

小
野
、
蝶
ヶ
野
、
加
納
が
木
造

で
、下
小
野
が
昭
和

年
、
蝶
ヶ

３４

野
が
昭
和

年
、
加
納
が
昭
和

３４

年
と
昭
和

年
の
築
年
で
す
。

３４

４９

中
木
が
木
造
耐
火
造
建
築
で
昭

和

年
、
上
賀
茂
が
平
成
６
年

５０
と
７
年
築
で
す
。
下
小
野
、蝶
ヶ

野
、
加
納
に
つ
い
て
は
、
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
ら
修
繕
せ
ず

に
取
り
壊
す
予
定
で
す
。
中
木
、

上
賀
茂
に
関
し
て
は
修
繕
を
し

て
延
命
措
置
を
す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
人
口
減
少
も
勘
案
し
な

が
ら
の
対
処
に
な
る
と
考
え
ま

す
。

問

今
後
の
人
口
減
少
を
考
え

る
な
ら
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
利

用
し
た
住
宅
確
保
の
方
法
も
考

え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答

若
年
居
住
者
を
増
や
し
た

い
目
的
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子

育
て
支
援
の
面
か
ら
も
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
た
り
等
、
い

ろ
い
ろ
と
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
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水
道
事
業
会
計

４
、
議
第

号
８２

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

問

敷
設
替
え
が
必
要
な
水
道

の
老
朽
管
は
ど
の
く
ら
い
あ
る

か
。

答

配
水
管
は
４
３,
３
５
２
ｍ

あ
り
ま
す
。
そ
の
内

年
を
超

４０

え
た
も
の
が
４,
０
５
４
ｍ
で
す
。

問

国
土
強
靭
化
法
の
予
算
に

該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
制
度
で
予
算
取
り
が
出
来
れ

ば
有
利
に
工
事
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

答

こ
の
制
度
に
該
当
し
て
水

道
管
の
敷
設
替
え
が
で
き
る
な

ら
、
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
ま
す
。
検
討
し
て
い

き
た
い
で
す
。

議
第

号
７９

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
子
浦
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
第

号
８０

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
中
木
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
第

号
８１

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
妻
良
漁
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

問

自
殺
率
が
極
端
に
低
い
徳

島
県
の
町
の
生
活
習
慣
等
を
参

考
に
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答

食
習
慣
が
健
康
に
は
重
要

で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

資
格
の
あ
る
職
員
を
雇
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ガ
ン
の
人
数
が

多
い
の
で
、
検
診
に
よ
り
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
で
医
療
費
の

削
減
に
も
繋
が
る
の
で
、
検
診

も
重
要
視
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
は
特
に
な
か
っ
た
。

３
、
議
第

号
７８

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

問

４
分
の
１
の
未
収
が
あ
る

が
、
ど
う
対
処
す
る
か
。
ま
た
、

加
入
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
町

政
懇
談
会
の
中
で
も
伝
え
て
ほ

し
い
。

答

５
年
間
の
分
割
払
い
の
例

も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
見

え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
加
入

率
に
関
し
て
は
、
多
額
の
工
事

費
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
町

政
懇
談
会
の
中
で
も
伝
え
て
い

き
ま
す
。

質
問
は
特
に
な
か
っ
た
。

特

別

会

計

１
、
議
第

号
７１

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
第

号
７２

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
介
護
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
第

号
７３

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

２
、
議
第

号
７４

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
南
上
財
産
区
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
第

号
７５

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
南
崎
財
産
区
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
第

号
７６

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
三
坂
財
産
区
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
第

号
７７

・
平
成

年
度
南
伊
豆

２５

町
土
地
取
得
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

問

危
険
木
除
去
の
作
業
車
両

等
は
町
で
所
有
し
て
い
る
か
。

答

危
険
木
除
去
は
業
者
に
委

託
し
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
町
で
所
有
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問

ふ
る
さ
と
公
園
の
管
理
は

現
状
の
ま
ま
な
の
か
。

答

河
川
区
域
な
の
で
、
こ
れ

以
上
は
考
え
て
い
な
い
。
現
状

の
遊
具
等
の
維
持
管
理
は
行
っ

て
い
き
ま
す
。

問

静
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
浚
渫
作
業
で
出
た
土
砂
を
手

石
港
内
に
投
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
指
名
入
札
停
止
処
分
を
受

け
た
業
者
の
こ
と
が
出
て
い
た

が
、
町
と
し
て
は
ど
う
対
処
す

る
か
。

答

下
田
土
木
の
工
事
で
す
の

で
管
轄
は
静
岡
県
に
な
り
、
町

が
ど
う
こ
う
で
き
ま
せ
ん
が
指

名
停
止
条
項
に
則
り
、
町
も
指

名
入
札
停
止
と
し
ま
し
た
。
青

野
川
河
口
付
近
の
浚
渫
は
要
望

も
多
い
の
で
、
船
の
通
行
の
た

め
に
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
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弓
ヶ
浜
海
岸
・
子
浦
海
岸

質
問

弓
ヶ
浜
海
岸
と
子
浦
海

岸
の
海
水
浴
場
の
砂
浜
が
後
退

し
、
南
伊
豆
の
宝
が
削
ら
れ
て

い
る
状
況
だ
。

平
成

年

月
弓
ヶ
浜
で
は
、

２４

１０

港
湾
空
港
技
術
研
究
チ
ー
ム
に

よ
り
、
現
地
視
察
が
行
わ
れ
同

年

月
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

１２
そ
の
中
で
、
今
後
の
弓
ヶ
浜
地

区
の
調
査
と
し
て
は
、
弓
ヶ
浜

全
体
域
で
汀
線
測
量
を
台
風
期

の
前
後
に
行
い
、
高
波
浪
時
の

砂
浜
地
形
の
変
化
及
び
そ
の
回

復
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。

青
野
川
河
口
を
含
む
港
湾
部
か

ら
湾
内
の
範
囲
で
深
浅
測
量
を

年
１
回
程
度
行
い
、
水
深
の
深

い
場
所
で
の
地
形
変
化
に
つ
い

て
も
把
握
す
る
こ
と
等
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
よ
り
早
期
に

砂
浜
を
回
復
さ
せ
る
為
に
、
養

浜
を
行
う
こ
と
は
大
変
有
効
で

あ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
の

現
地
指
導
報
告
書
提
出
後
の
汀

線
・
深
浅
調
査
、
ま
た
養
浜
の

状
況
は
。

町
長

こ
の
平
成

年
度
の
調

２４

質
問

避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝

達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
進
捗
状
況
は
。

町
長

国
の
避
難
勧
告
等
の
判

断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
案
を
も
と
に
策
定

し
て
い
ま
す
。
本
年
５
月
に
は
、

従
前
の
土
砂
災
害
洪
水
編
に
高

潮
災
害
を
追
加
し
、
暫
定
版
と

し
て
現
在
運
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

河
川
管
理
者
に
よ
る
氾
濫
危
険

水
位
の
位
置
づ
け
見
直
し
等
に

あ
わ
せ
て
適
時
改
訂
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
高
齢
化
・
独
居
化
に
よ
る
ひ

と
り
暮
ら
し
に
よ
る
孤
独
死
の

増
加
、
病
院
や
買
い
物
に
行
く

バ
ス
の
減
少
な
ど
の
生
活
環
境

の
悪
化
、
若
年
層
の
減
少
に
よ

る
地
域
産
業
の
衰
退
、
体
育
協

会
補
助
金
交
付
等
に
質
問
し
て

答
弁
が
あ
っ
た
。

査
以
来
、
浜
の
状
況
が
大
き
く

変
わ
っ
た
状
況
が
見
ら
れ
な
い

為
、
調
査
依
頼
を
県
に
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
５
年
程

度
の
間
隔
を
持
っ
て
定
期
的
に

調
査
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

青
野
川
か
ら
砂
の
供
給

は
あ
る
が
、

年
間
で
浜
の
東

３０

側
の
砂
浜
が

ｍ
後
退
し
て
い

２０

る
。

建
設
課
長

青
野
川
河
口
は
港

湾
区
域
で
す
の
で
堆
積
し
た
砂

を
浚

し
ゅ
ん

渫
工
事
し
て
沖
合
に
投
棄

せ
つ

し
て
い
ま
す
が
、
平
成

・
２７

２８

年
以
降
か
ら
弓
ヶ
浜
の
方
へ
砂

を
投
棄
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
問

県
へ
各
関
係
団
体
と
共

に
強
く
訴
え
て
い
く
考
え
は
。

町
長

湊
区
、
観
光
協
会
、
商

工
会
等
関
係
団
体
と
町
が
一
体

と
な
り
な
が
ら
、
砂
浜
の
対
策

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
県
の
方
に
、
具
体

的
な
行
動
を
起
こ
し
て
頂
く
様

に
頑
張
り
ま
す
。

避
難
勧
告
等
の
判
断
・

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル

質
問

今
年
、
子
浦
海
岸
で
調

査
が
行
わ
れ
た
が
、
ど
の
様
な

状
況
か
。

町
長

子
浦
沖
合
に
設
置
し
た

子
浦
第
１
防
波
堤
の
影
響
で
東

側
海
岸
が
直
接
的
に
波
の
影
響

を
受
け
減
少
し
、
そ
の
砂
が
西

側
に
移
動
し
て
い
る
状
況
だ
と

い
う
報
告
で
す
。
ま
た
、
対
応

策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
き
め

の
礫
を
東
側
海
岸
に
養
浜
す
る

れ
き

こ
と
で
浸
食
防
止
と
砂
等
の
定

着
を
図
れ
る
と
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

質
問

今
後
の
対
応
は
。

町
長

現
状
を
見
守
り
な
が
ら

対
応
へ
の
準
備
を
し
ま
す
が
、県

施
設
で
す
の
で
東
西
子
浦
区
か

ら
要
望
が
あ
り
次
第
、
内
容
を

精
査
し
、
県
に
対
し
事
業
要
請

を
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮 田 和 彦議員



合
い
、
今
後
の
管
理
の
あ
り
方
、

下
賀
茂
温
泉
、
温
泉
が
枯
渇
し

な
い
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

質
問

努
力
し
て
管
理
し
て
い

る
人
も
お
ら
れ
る
。
果
物
温
室

は
、
約

年
前
、
北
海
道
の
農

３０

業
試
験
場
が
視
察
に
来
た
。
熱

交
換
の
設
計
を
持
っ
て
い
っ
て

北
海
道
で
温
室
を
作
っ
た
。
南

伊
豆
は
温
泉
熱
の
利
用
は
、
先

進
的
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
地

熱
理
解
促
進
事
業
で
発
電
所
の

余
熱
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長

地
熱
発
電
所
の
余
剰
熱

の
活
用
し
た
事
例
等
、
補
助
金

で
、
議
論
・
勉
強
・
視
察
し
、

利
用
の
仕
方
を
考
え
た
い
。

質
問

発
電
所
の
余
熱
を
一
元

管
理
の
一
環
と
し
て
使
う
の
か
、

今
あ
る
源
泉
の
熱
を
混
合
し
て

活
用
す
る
考
え
な
の
か
。

町
長

町
民
の
ご
同
意
を
い
た

だ
け
れ
ば
掘
削
調
査
を
し
、
地

質
問

行
政
報
告
で
施
設
の
１８

カ
所
中

カ
所
、
約
６
割
以
上

１１

の
施
設
が
前
年
割
れ
と
な
っ
て

い
る
、
今
あ
る
施
設
を
伸
ば
し

て
い
く
よ
う
な
考
え
は
。

町
長

観
光
業
が
衰
退
傾
向
に

あ
る
、
伊
豆
全
体
が
今
落
ち
込

ん
で
い
る
状
況
の
中
で
、
何
か

い
い
方
法
と
い
っ
て
も
非
常
に

難
し
い
、
日
々
努
力
を
し
て
い

く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

質
問

湯
け
む
り
の
町
と
し
て

下
賀
茂
温
泉
を
ど
う
や
っ
て
ま

た
盛
り
上
げ
て
い
く
か
。

町
長

町
内
に

本
を
超
え
る

１００

源
泉
で
有
効
に
活
用
は
、
半
分

程
度
。
温
泉
の
一
元
管
理
も
検

討
時
期
に
来
て
い
る
。
誘
客
宣

伝
は
観
光
協
会
や
下
賀
茂
温
泉

旅
館
協
同
組
合
等
の
関
係
者
と

検
討
し
た
い
。
地
熱
資
源
開
発

調
査
事
業
や
地
熱
開
発
理
解
促

進
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
進
め
た
い
。

質
問

源
泉
等
を
一
元
管
理
す

る
つ
も
り
で
お
ら
れ
る
の
か
。

町
長

一
元
管
理
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
源
泉
が

大
分
減
り
、
湧
出
が
自
然
減
。

所
有
者
任
せ
は
非
常
に
問
題
が

多
い
。
源
泉
の
所
有
者
と
話
し

質
問

町
内
企
業
、
経
済
の
認

識
と
産
業
育
成
の
た
め
の
取
り

組
み
、
推
進
等
の
考
え
は
。

町
長

地
熱
資
源
で
の
ま
ち
づ

く
り
、
杉
並
区
と
の
特
養
の
問

題
、
石
廊
崎
の
開
発
の
問
題
を

含
め
地
域
産
業
の
更
な
る
振
興

を
掘
り
起
こ
し
た
い
。

質
問

中
小
企
業
の
育
成
、
後

継
者
育
成
等
の
考
え
は
。

町
長

イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ

せ
、
し
ず
お
か
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
導

入
等
に
よ
り
民
宿
を
売
り
出
し

た
い
。
小
売
・
建
築
・
そ
の
他

各
種
中
小
企
業
所
へ
の
よ
い
波

及
効
果
が
発
生
す
る
。

質
問

企
業
育
成
で
、
新
た
な

新
規
事
業
の
方
に
事
業
資
金
の

一
部
の
利
子
補
給
等
が
で
き
た

ら
と
考
え
る
。
後
継
者
育
成
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

産
業
観
光
課
長

設
立
等
の
資

金
に
つ
い
て
は
、
今
後
商
工
会

と
検
討
等
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

鳥
獣
害
対
策
、
農
作
物

の
作
付
を
や
め
て
し
ま
う
人
が

多
い
。
猪
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
。

町
長

平
成

年
度
、
電
気
柵

２５

や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
に
よ

る
有
害
鳥
獣
等
被
害
防
止
対
策

事
業
に

件
、
有
害
鳥
獣
駆
除

３３

捕
獲
で
猪

頭
、日
本
鹿

頭
、

３９１

６８

猿

頭
を
捕
獲
。
そ
の
結
果
、

１４
農
作
物
以
外
に
庭
や
石
垣
な
ど

を
崩
さ
れ
る
被
害
が
多
発
し
て

い
る
が
、電
話
等
に
よ
る
ク
レ
ー

ム
は
な
か
っ
た
。

熱
発
電
と
い
う
こ
と
ま
で
行
き

着
け
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
。

今
後
、
視
察
・
勉
強
し
、
我
々

が
こ
の
地
熱
を
生
か
し
た
い
。

質
問

一
元
管
理
で
今
あ
る
源

泉
の
方
々
は
、
ど
う
す
る
の
か
、

相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

観

光

産

業

の

活

性

化
清 水 清 一議員

地
域
産
業
の
活
性
化
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質
問

地
熱
発
電
事
業
入
札
事

業
者
は
何
社
か
。
北
海
道
森
町

森
発
電
所
出
力
２
万
５
千

、
kw

湯
沢
市
上
の
岱
発
電
所
２
万
８

千
８
０
０

。
森
町
１
万
７
千

kw

８
５
９
人
、

年
度
入
湯
税
７

２４

６
０
万
２
千
円
、
財
政
力
指
数

。
湯
沢
市
５
万
８
４
９
人
、

０.２６入
湯
税
３
千
２
１
６
万
８
千
円
、

財
政
力
指
数
は

、

％
。
若

０.３０

３０

年
女
性
人
口
変
化
率
森
町

・
５９

％
。
湯
沢
市

・

％
。
南

９２

６９

５１

伊
豆
町
予
定
２
千

の

倍
以

kw

１０

上
の
地
熱
発
電
所
で

～

年

２０

３０

稼
働
し
て
、
自
治
体
の
こ
の
数

値
実
績
。
視
察
し
て
、
ど
う
農

業
・
地
域
振
興
に
生
か
す
の
か
。

町
長

入
札
は
、
地
熱
理
解
三

井
不
動
産
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
共
同
事
業
体
１

社
、
地
熱
資
源
開
発
調
査
三
井

不
動
産
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
・
地
熱
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
１
社
。
地
熱
資
源
余

剰
熱
利
用
温
泉
ハ
ウ
ス
の
活
用

事
例
・
地
域
の
住
民
の
意
見
も

視
察
の
対
象
に
し
た
。

質
問

少
子
化
問
題
は
政
策
の

最
優
先
課
題
。
要
因
の
把
握
、

政
策
論
議
の
有
無
は
。
長
野
県

下
條
村
は
早
く
少
子
化
対
策
に

取
り
組
み
、
医
療
費
助
成
・
保

育
料
減
免
・
若
者
定
住
促
進
住

宅
等
を
構
え
て
実
施
。
若
年
女

性
人
口
変
化
率
は

％
。
先
進

８.６

事
例
研
究
を
。

町
長

少
子
化
原
因
は
、
若
年

女
性
減
少
、
晩
婚
化
、
未
婚
率

上
昇
等
。
町
の
合
計
特
殊
出
生

率
は

で
県
中
位
、
出
生
数
は

１.５９

減
少
傾
向
。
日
本
会
議
は
若
年

女
性
人
口
流
出
で
自
治
体
消
滅

を
示
唆
。
中
学
卒
業
年
度
ま
で

医
療
費
助
成
、
保
育
所
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
。
延

長
保
育
、
土
曜
日
１
日
保
育
実

施
。
不
妊
治
療
助
成
、
母
子
健

康
事
業
等
を
検
討
。
婚
活
事
業

も
継
続
。
下
條
村
は
飯
田
市
に

近
い
好
立
地
だ
が
奇
跡
の
村
と

言
わ
れ
て
お
り
、
研
究
し
参
考

に
し
た
い
。

副
町
長

政
策
会
議
は
し
て
い

な
い
。
庁
議
等
で
検
討
。

質
問

日
本
創
成
会
議
の
消
滅

自
治
体
に
は
憤
る
。
市
町
村
合

併
で
自
治
体
を
恣
意
的
に
１
千

８
０
０
ま
で
減
ら
し
た
。
自
治

体
存
続
は
人
為
的
。
若
者
や
女

性
が
活
躍
で
き
る
社
会
。
若
者

が
み
ず
か
ら
の
希
望
に
基
づ
き

結
婚
、
子
供
を
生
み
育
て
る
こ

と
が
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
人
口
減
少
の
流
れ
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
。

年
前

１０

議
会
視
察
し
た
島
根
飯
南
町
は

中
核
部
市
に
遠
く
も
合
計
特
殊

出
生
率

、
若
年
女
性
人
口
変

１.６７

化
率

％
、
４
保
育
所
・
定
住

４８.９

促
進
事
業
・
各
種
公
営
住
宅
・

若
者
住
宅
を
用
意
、
人
口
変
化

率
が
低
い
。
保
育
所
臨
時
職
員

の
正
規
化
。
保
育
料
軽
減
、
高

校
生
通
学
助
成
の
検
討
は
。

町
長

臨
時
職
員
の
正
規
採
用

移
行
は
、
様
々
制
約
あ
り
要
検

討
。
少
子
化
対
策
委
員
会
も
検

討
。
公
営
住
宅
法
適
用
外
町
営

住
宅
・
空
き
家
バ
ン
ク
・
家
賃

補
助
等
支
援
を
検
討
。
高
校
生

少
子
化
問
題
・
認
識
と
政
策

里
山
整
備
森
林
政
策

質
問

議
会
答
弁
で
、『
里
山
資

本
主
義
』
を
引
用
し
た
が
里
山
、

広
葉
樹
林
整
備
の
政
策
、
具
体

的
な
参
考
策
は
。
真
庭
市
で
実

施
し
て
い
る
薪
ボ
イ
ラ
ー
・
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
薪
ス
ト
ー
ブ
導

入
補
助
制
度
の
創
設
を
。

町
長

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

設
備
は
、
普
及
促
進
を
さ
せ
た

い
が
、
伊
豆
地
域
に
燃
料
生
産

ラ
イ
ン
が
な
く
、
利
用
者
も
少

な
く
想
定
さ
れ
、
制
度
創
設
は

難
し
い
。

地
熱
発
電
計
画
と
課
題

バ
ス
通
学
費
補
助
制
度
は
、
全

国
の
事
例
や
補
助
制
度
を
研
究
、

地
域
公
共
交
通
会
議
等
で
検
討
。

みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日
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ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
場
所
と

し
て
こ
の
駐
車
場
は
期
待
さ
れ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
で

き
る
よ
う
な
形
に
は
で
き
な
い

も
の
か
。
設
備
全
て
を
揃
え
る

こ
と
が
費
用
的
に
厳
し
い
状
況

な
ら
、
担
当
課
を
決
め
て
観
光

協
会
や
商
工
会
か
ら
の
備
品
借

入
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

町
長

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に
重

要
だ
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
役
場
駐
車
場
も
役
場

業
務
に
支
障
の
な
い
限
り
は
イ

ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
使
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
必
要
と

な
る
ト
イ
レ
や
電
源
、
水
道
に

つ
い
て
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も

基
本
は
役
場
駐
車
場
で
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
な
い
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
設
備
に
つ

い
て
整
備
し
た
場
合
に
、
基
本

料
金
等
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
か
か
り
、
財
政
的
に
も
負
担

と
な
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
設

備
の
確
保
等
は
予
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
有
料
で
の
使

用
な
ら
、
採
算
が
合
う
こ
と
に

質
問

町
役
場
南
側
駐
車
場
を

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
利
活
用

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

商
工
会
青
年
部
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
市
で
も
下
賀
茂
納
涼
縁
日
で

も
利
用
し
て
お
り
、
今
後
も
他

団
体
の
利
活
用
が
予
想
さ
れ
る
。

駐
車
場
の
利
用
規
則
を
作
っ

て
、
当
局
側
か
ら
駐
車
場
の
利

活
用
を
推
進
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

町
長

役
場
庁
舎
駐
車
場
の
大

部
分
は
民
有
地
で
あ
り
、
土
地

賃
貸
借
契
約
に
よ
り
役
場
駐
車

場
と
し
て
の
目
的
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
他
の
用
途
に
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
と
な
っ
て
お
り
、

変
更
に
つ
い
て
も
協
議
が
必
要

で
す
。

質
問

契
約
内
容
と
用
途
に
関

し
て
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う

が
、
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
団
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
他
、

実
際
に
存
在
す
る
と
聞
い
て
い

る
。イ

ベ
ン
ト
開
催
時
に
ハ
ー
ド

ル
と
な
る
電
源
確
保
や
水
道
の

確
保
、
ま
た
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子

等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
必
要
な

設
備
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
ぜ
ひ

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
団
体
は

も
っ
と
出
て
く
る
。

町
民
の
方
々
が
自
発
的
に
イ

な
る
な
ら
ば
、
考
え
て
い
く
こ

と
も
で
き
よ
う
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
屋
外
用
の
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
に
つ
い
て
も
、
保

管
時
の
問
題
が
あ
り
、
基
本
的

に
は
主
催
者
側
が
用
意
す
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
で
年

間
を
通
じ
て
関
係
団
体
や
公
共

団
体
が
誘
客
や
親
睦
等
の
目
的

で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
の
で
、
備
品

整
備
に
つ
い
て
は
他
団
体
と
協

議
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
見

開
催
後
の
片
付
け
の
場

面
で
は
役
場
担
当
者
が
そ
の
場

に
一
人
い
て
く
れ
れ
ば
、
そ
の

※
質
問
し
、
答
弁
が
あ
っ
た
。

ま
ま
片
付
け
ま
で
完
了
で
き
る

の
だ
が
、
例
え
ば
発
電
機
と
か

は
次
の
日
ま
で
ど
こ
か
の
倉
庫

に
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
土
曜
日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
日
曜
日
掃
除
を
し
て
、

月
曜
日
に
ま
た
集
ま
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

や
り
や
す
い
方
法
を
少
し
だ

け
形
づ
く
る
だ
け
で
も
、
大
き

く
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

みなみいず町議会だより No.59２０１4年(平成２6年）１１月１７日

加 畑 毅議員

町
役
場
駐
車
場
の

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て
の
利
活
用

賀
茂
地
域
総
合
防
災
訓
練

を
通
じ
て
の
今
後
の
町
の

防
災
対
策
に
つ
い
て

15
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今
の
憲
法
に
な
っ
て
、
衆
議

院
が
解
散
し
た
の
は

回
。
基

２２

本
的
に
、
解
散
権
は
国
民
に
信

を
問
う
為
に
行
使
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
大
平
内
閣
時
代
の

一
般
消
費
税
解
散
、
宮
沢
内
閣

時
代
の
政
治
改
革
解
散
及
び
小

泉
内
閣
で
の
郵
政
解
散
等
、
解

散
の
理
由
や
背
景
は
様
々
だ
。

思
う
に
、
解
散
を
導
い
た
先

の
ど
ん
な
理
由
よ
り
国
民
に
信

を
問
う
べ
き
政
策
が
「
集
団
的

自
衛
権
」
で
あ
る
が
、
我
が
国

の
基
本
姿
勢
を
変
え
る
程
の
重

大
な
テ
ー
マ
が
、
単
な
る
閣
議

決
定
で
裁
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

自
衛
隊
の
存
在
意
義
、
重
要

性
は
、
我
々
国
民
の
大
半
が
理

解
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
時
々
の
為
政
者
に
よ
る
言

葉
遊
び
で
、
右
往
左
往
さ
せ
ら

れ
る
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

法
治
国
家
で
あ
る
事
を
自
負

し
な
が
ら
、
適
切
な
段
取
り
や

手
続
き
を
無
視
し
続
け
る
実
態

が
、
非
常
に
恥
ず
か
し
い
。（

吉
）

みなみいず町議会だより No.５9２０１４年 (平成２６年）１１月１７日

９月２７日に南上小学校・南上地区合同運動

会が開催されました。中学校や保育所が南上

地区からなくなり年々児童数も減少していく

中で、何とか地域を活性化していこうと平成

１８年より南上地域振興協議会との合同運動会

が開催されてきました。

９年目となる今年、今まで以上にこの合同

運動会を盛り上げ、学校に子どもがいてもい

なくても、みんなで運動場に集まり、子ども

たちを中心に地域のことを語り合う場にしよ

うと話し合いを重ねました。その結果、新種

目として、懐かしいフォークダンスである

「マイムマイム」と誰でも参加できる「ジャ

ンケンキング」を取り入れました。

当日、台風一過の青空の下で行われた全て

の種目で、笑顔が溢れていました。みんなで

輪になって大きな声を出して踊ったり、ジャ

ンケンの勝敗に歓声をあげたりと、南上地区

が一つになっていると感じました。この中で

育つ南上の子がよい子に育たないわけがない

と確信しました。地域の皆様・保護者の皆様、

本当にありがとうございました。

南伊豆町立南上小学校

橋 美智子

ジャンケンキング

未未未来を担う子供達未未未来来をを担担うう子供子供達達未来を担う子供達

２０１３年８月２４日（満月の日）に、「ウクレレで町おこし！」を合い言葉に音楽

初心者の地元有志９名が集まりウクレレ・ライブ活動を始めました。本業が

南伊豆町の観光業に深く関連していて、町おこしが他人ごとではなく自分の

こととして受け止めている人たちが集まって創立した「ウクレレで町おこ

し！」の会です。我々をぜひとも地区の集まりやイベントに呼んで下さい。

ウクレレ＆フラという音楽活動を通し、南伊町の地域経済に貢献するため

にウクレレを弾きフラを踊っていきます。町内のみなさま、一緒にウクレレ

弾きませんか？一緒にフラ踊りませんか？ウクレレ簡単です、フラも健康体

操になります。

町内の施設、イベントであればいつでもどこにでも行きウクレレ演奏＆フ

ラ演舞いたします。出演料は無料です。

お問い合わせ：南伊豆ウクレレボーイズ　森本（電）６２－８０８０

政
務
調
査
費
は
従
前
、
議

会
に
お
け
る
調
査
研
究
に
資

す
る
た
め
会
派
に
対
す
る
交

付
金
と
し
て
、
都
道
府
県
・

市
議
会
等
を
中
心
に
交
付
さ

れ
て
い
た
が
、
平
成

年
法

１２

制
化
さ
れ
た
。
法
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議

会
の
議
員
調
査
研
究
活
動
に

資
す
る
た
め
、
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
議
会
に
お

け
る
会
派
又
は
議
員
に
対
し
、

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

規
定
さ
れ
た
。
政
務
調
査
費

の
交
付
を
受
け
た
会
派
又
は

議
員
は
、
当
該
政
務
調
査
費

に
係
る
収
入
及
び
支
出
の
報

告
書
を
議
長
に
提
出
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
他
県
の

某
県
議
の
「
政
務
活
動
費
不

正
使
用
問
題
」
で
注
目
を
集

め
た
が
、
政
務
調
査
費
に
関

す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る

町
村
は
、
平
成

年
７
月
１

２３

日
現
在
で

町
村（

％
）で

１８３

１９.６

あ
る
。
ち
な
み
に
、
南
伊
豆

町
議
会
で
は
政
務
調
査
費
は

認
め
て
お
ら
ず
、
予
算
化
さ

れ
て
い
な
い
。
自
治
体
の
財

政
状
況
に
よ
っ
て
、
議
会
議

員
の
活
動
の
幅
に
も
影
響
が

及
ぶ
わ
け
で
あ
る
。

勇
往
邁
進（
加
）

議
会
一
口
メ
モ

地地地域の中で育つ南上の子地地域の中で育つ南上の地域の中で育つ南上の子子地域の中で育つ南上の子
～～～笑顔溢れる合同運動会～～～笑顔溢れる合同運動会～笑顔溢れる合同運動会～～～笑顔溢れる合同運動会～

「
政
務
調
査
費
」

南南南伊豆ウクレレボーイズ ＯＷＳ前夜祭南南伊豆ウクレレボーイ南伊豆ウクレレボーイズズ ＯＷＳ前夜祭ＯＷＳ前夜祭南南伊豆ウクレレボーイ南伊豆ウクレレボーイズズ ＯＷＳ前夜祭ＯＷＳ前夜祭南伊豆ウクレレボーイズ ＯＷＳ前夜祭


